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	お客様向けのサポート窓口再編の一環として、有人窓口の役割の一部についてVoiceBotを活用した無人窓口に変更したことにより、サポート窓口の電話番号に着信した案件のうち、オペレータ応対に至った件数を35％削減することを実現しました。また、早朝や夜間帯における無人電話サポートの24時間受付も提供し、窓口営業時間内にお問い合わせが難しいお客様へのサポート環境も実現しました。
	４．今後の展開
	ソニーネットワークコミュニケーションズは、今回の導入をきっかけに、問い合わせ内容に対するVoiceBotがカバーする業務範囲を広げていくことに加え、周辺システムとの連携を強化することで、お客様の目的に合わせた動的な案内への対応を予定しています。VoiceBotとの対話の中でお客様個々に最適化された案内を受けられるようになり、疑問や問題を解決するという体験を、より多くのお客様へ提供できるようになります。
	ソニーネットワークコミュニケーションズ様からのエンドースメントコメント
	本ソリューションの導入を3カ月という短期間で実現できたことについて心より感謝申し上げます。
	導入後の改善に関しても相談から対応までを行っていただいており、心強く感じております。
	SCSKとは「PrimeTiaas」を含めたカスタマーサポートソリューションにおけるパートナーとしてこれまでも取り組んでおりましたが、本件をきっかけによりカスタマーサポート領域の革新が進むものと期待しております。
	「PrimeTiaas VoiceBot Option」については、既に「PrimeTiaas」ご利用中のお客様へのオプションでの提供に加え、音声認識システムをバンドルした「PrimeTiaas SharePack」の新規導入のお客様にもご検討いただくことで、販売開始より 3年間で 100社への提供を目指します。
	・ＳＣＳＫグループ、経営理念の実践となる7つのマテリアリティを策定

